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「よってって」サマースクールと「まめだ屋」夏祭りが行われました

　「よってって」のサマースクールでは、地域の子供たちが参加して、夏休みの工作やマジック教室を行

いました。マジック教室には、デイサービスのみなさんも参加し、楽しいひと時を過ごしました。

　「まめだ屋」の夏祭りでは、射的遊びやくじ引き、ドン菓子の販売などを行い、多くの子供たちで賑わ

いました。

　「よってって」と「まめだ屋」は、大勢のボランティアの皆さんから協力をいただいて運営しています。

今後もいろいろな行事やイベントを計画していますので、みなさんの参加をお待ちしています。
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　８月下旬に開催した理事会と評議員会に、本会の組織体制整備計画と職員定数適正化計画の２

つの計画案が上程され可決されました。これにより、平成 22年度から千畑、六郷、仙南の各地域

に設置してある３つの福祉センターを統合し、美郷町社会福祉協議会を千畑福祉センターに一本

化することを中心とした組織体制、職員体制の整備を行うことが決まりました。

社協合併満５年を迎え
　　より効率的な組織体制と財政運営の安定化に向けて

　平成 16 年 11 月に３つの社会福祉協議会が合併してから満５年が経過しようとしています。合併からこれ

まで、地域住民の皆さんに「急激な変化による大きな影響」が出ないよう配慮することを第一に考え、旧町

村ごとの福祉センターをそのままに職員を常駐させて業務を行ってきたところです。

　しかし、時を経て地域間の融和が大きく進み、美郷町全域を意識した統一性のある地域福祉事業や業務が

求められている現在は、同時に本会の運営そのものについても「最少の経費で最大の効果」が得られるよう、

より効率的な組織体制の構築と財政運営の安定化に向けた取り組みが喫緊の課題となっています。このたび

決定した２つの計画はその実現に向けて策定したものです。

２つの計画の柱は
　　福祉センターの統合整備と職員定数の適正化

計画の主な内容は次の３つです。

　１．組織体制の一本化

平成 22 年度（４月予定）から、旧町村単位に設置した福祉センターを

廃止し、千畑福祉センターに組織を一本化します。

　２．「班」制による業務遂行

組織の一本化に合わせて、各種の福祉事業や業務を複数の職員で構成す

る「班」を主体として行うこととし、「班」には班長を置きます。

　３．職員定数の適正化

職員定数適正化計画に沿って、平成30年度までに正職員数を現在の23人から18人とすることをめざし、

人件費の圧縮など法人運営の軽量化に努めます。

－地域福祉にもっと貢献できる美郷町社協をめざして
組織体制整備計画と職員定数適正化計画を策定－

千畑、六郷、仙南福祉センターを統合し
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充実した見守り体制を築き
　　地域に出向く社協をめざします

　これらの体制整備によって、来春から福祉センターまでの距離が遠くなる地域の皆さんが不便を感じない

よう、また、不安な気持ちを少しでも和らげられるよういつでも地域に出向いて相談に応じ、信頼される見

守り体制を築くよう本会を挙げて努めてまいりますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　なお、10 月下旬からの開催を予定している地域福祉座談会でも、直接組織体制の整備に関する説明をさ

せていただきますので多くの皆さんの参加をお待ちしています。

住　所：〒 019 － 1541　美郷町土崎字上野乙６番地１
メール：senfuku@obako.or.jp
電　話：０１８７－８５－２２９４
ＦＡＸ：０１８７－８５－２２９１

ご意見、ご感想は、千畑福祉センターまでお願いします・・

　美郷町社協では、昨年度に引き続き社協の役員・職員が各地域を訪問し、意見交換などを行

う地域福祉座談会を開催します。

　今年度は、平成 22年度から実施する美郷町社協の組織の一本化と災害の発生時に備えたマ

ップの作成を主なテーマに、地域の集落会館やコミュニティセンターなどで、住民の皆さんと

話し合いをしていきたいと考えています。

　詳しい日程や場所については、チラシ等でお知らせいたしますので、ぜひご参加くださいま

すようお願いします。

　○座談会の開催期間　平成21年10月下旬～11月下旬
　○座談会の主な内容
　　・社協の組織体制の整備について

　　・災害マップの作成について

　　　①安否確認してくれる方の確認（災害ボランティアの育成）

　　　②地域の避難場所確認（１次避難場所と地域住民の確認）と指定避難場所確認

　　　③災害者（ケガ、自宅崩壊等）の近親者への連絡体制づくり

　　　④その他（地域の方々が災害対策で気づいたこと等）

　「美郷町は、地震も豪雨災害もなくていい所だ」と思っていてもいつ災害があるかわ

かりません。地域で支えあい・助け合いの組織づくりを行いましょう。
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第６回美郷町社会福祉大会を開催します

家族介護者交流事業を開催します

『あなたの脚・腰大丈夫 !?』健康講話開催のお知らせ

　「安全な地
ま

域
ち

　美郷をめざして」をテーマに、次のとおり第６回美郷町社会福祉大会を開催します。
　今年度は、昨年度までと内容を変更し、六郷東根小学校の児童が「福祉の誓い」を宣言し、六郷高校と千
畑中学校などが福祉活動の発表を行います。また、阪神・淡路大震災で被災した方々を支えてくれたボラン
ティア活動の紹介やブラボー中谷のマジックショーなどのアトラクションも予定しています。
　各地域から会場までバスを運行しますので、ぜひご参加くださいますようお願いします。

○開 催 日　　平成21年10月21日（水）
○開催場所　　美郷町仙南公民館
○開催内容　　13：30～　開会・式典
　　　　　　　14：30～　事例発表（六郷高校、千畑中学校、六郷東根小学校）
　　　　　　　15：20～　阪神淡路大震災ボランティア活動の紹介（ビデオ上映）
　　　　　　　15：50～　ブラボー中谷マジックショーと歌のアトラクション
　　　　　　　16：30　　閉会

　介護者同士の親睦とリフレッシュを図ることを目的に、家族介護者交流会を開催します。

○開 催 日 平成21年10月18日（日）
○開催内容 ８：50～　仙南福祉センター　→　９：00～　六郷庁舎　→
 ９：10～　六郷福祉センター　→　９：20～　ふれあいセンター　→
 ９：30～　千畑福祉センター　→　
 10：00～　研修・昼食交流会・観劇（たざわこ芸術村）　→
 16：00～　たざわこ芸術村　→　各乗車場所へ
○対 象 者 在宅で要介護者（介護度４・５）の方を介護している家族介護者。
○参 加 費 無　料（お気軽に参加してください）。
○申　　込 平成21年10月14日（水）まで千畑福祉センター（電話85－2294）へ電話でお申し込みくださ

い。

　いきいきした生活を送るために、自分の身体のメンテナンス方法と予防策を学んでみませんか？
　興味のある方、自分の体のメンテナンス方法を勉強してみたい方など、ぜひお誘い合わせの上ご参加下さ
い。

○開催日時 平成21年10月30日（金）　午後１時30分～午後３時
○開催場所 千畑福祉センター集会室（土崎字上野乙６番地１）
○講　　師 鍼師灸師あんまマッサージ指圧師会
 　会長　高橋鍼灸マッサージ治療院　高橋 和彦 先生
○連 絡 先 千畑在宅介護支援センター（千畑福祉センター内）
 　電話　85－2294

第６回美郷町社会福祉大会を開催します

家族介護者交流事業を開催します

『あなたの脚・腰大丈夫 !?』健康講話開催のお知らせ
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　「地域の福祉、みんなで参加」をスローガンに、今年も10月１日から共同募金運動がスタートしています。
美郷町では、町民の皆さまの温かいご支援とご協力により、毎年目標を大きく上回る実績を積み重ねている
ことに、厚くお礼申し上げます。
　今年も募金運動を実施しておりますので、より一層のご協力を賜りますよう宜しくお願いします。

今年の町の目標額は

6,866,000円です。

赤い羽根募金は、身近な福祉に役立てられています。
　地域福祉活動を進めるために・・・・・・・・８００,０００円
　ボランティア活動の活性化に・・・・・・・・９８０,０００円
　児童生徒の福祉教育を進めるために・・・・・７７０,０００円
　福祉機器の貸出や出張理容補助に・・・・・１,１９０,０００円
　福祉活動の助成等に・・・・・・・・・・・・４５０,０００円
　広報活動に・・・・・・・・・・・・・・・・７６０,０００円
　総合的な福祉活動に・・・・・・・・・・・１,５３０,０００円
　県内の福祉施設や団体に・・・・・・・・・・３８６,０００円

○寄付金には、税の特典があります
　☆会社など法人の寄付金は、全額損金参入できます。
　☆個人の寄付金は、所得控除の対象になります。

（共同募金）

　美郷町社会福祉協議会の平成 20年度の決算状況について、次のとおり公表します。
　なお、決算状況の詳細については、千畑福祉センター（法人事務所）で閲覧することができます。閲覧を
希望する場合は千畑福祉センター（電話 85－2294）まで連絡をお願いします。

美郷町社会福祉協議会決算書（全体表） 単位：円

平成20年度の決算状況を公表します

今年も一戸あたり1,000円以上を目安に運動を展開しています

勘　　定　　科　　目 決 算 額 勘　　定　　科　　目 決 算 額

経　

常　

活　

動　

に　

よ　

る　

収　

支

　

収

　

入

　

会費 6,346,000 施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等県補助金 800,000
寄付金 6,307,466 施設整備等寄付金 301,300
町補助金 75,577,750 施設整備等収入計　④ 1,101,300
県社協助成金 750,000 支

出
固定資産取得支出 2,475,160

県社協・町受託金 46,008,004 施設整備等支出計　⑤ 2,475,160
事業収入（利用料等） 760,128 施設整備等資金収支差額　⑥＝④－⑤ -1,373,860
貸付事業償還金 2,020,500

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収　

入

借入金元金補助金（千畑センター建設分） 9,365,647
共同募金配分金 7,450,663 積立預金取崩収入 2,000,000
負担金（介護予防事業等） 19,080,792 その他の収入 9,783,032
居宅介護等事業 75,101,464 財務収入計　⑦ 21,148,679
雑収入・受取利息 6,828,748

支　

出

借入金償還（千畑センター建設分） 9,365,000
利息補助金（千畑センター建設分） 1,964,000 修繕積立 537,094
経理区分間等繰入金 53,451,938 その他支出 10,186,614
経常収入計　① 301,647,453 財務支出計　⑧ 20,088,708　

支
　

出
　

人件費 181,268,772 財務活動資金収支差額　⑨＝⑦－⑧ 1,059,971
事務・事業費 62,100,573 予備費　⑩ 0
貸付事業等 2,425,000 当期資金収支差額合計⑪＝③＋⑥＋⑨－⑩ -5,372,805
共同募金配分金事業費 942,024 前期末支払資金残高　⑫ 20,022,991
助成金・負担金 4,553,415 当期末支払資金残高　⑬＝⑪＋⑫ 14,650,186
借入金利息（千畑センター建設分） 1,964,647
経理区分間等繰入金支出 53,451,938
経常支出計　② 306,706,369

経常活動収支差額　③＝①－② -5,058,916
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　７月に各地区の福祉委員を通じて集めていただきました社協会費についてご報告いたします。

平成21年度　社協会費実績額
　◎一般会費： 5,747,000円 （5,747世帯）
　◎特別会費： 452,000円 （363名）
　　　　合計 6,199,000円

　□団体会費・法人会費は随時ご協力いただいております。
　　　９月30日現在：団体会費40,000円（８団体）、法人会費20,000円（２法人）

　皆様からの「会費」は、子供からお年寄りまでが「安心して暮らしていける地域づくり」を
進めていくための貴重な財源として、大切に活用させていただきます。ご協力ありがとうござ
いました。

美郷町介護事業所からのお知らせ

【居宅介護支援事業】
◆ケアマネージャー（介護支援専門員）
　が次の業務を行います。
　✿要介護認定申請の代行
　✿ケアプランの作成
　✿介護保険施設の紹介
　✿介護サービス事業者との連絡・調整
　✿その他、介護に関する相談受付

【訪問入浴介護事業】
◆入浴専門の看護師・介護員が自宅を
訪問し、移動入浴車による入浴介護
を行います。

　気持ちの良いお風呂で、心身共にリ
フレッシュしていただきます。

※美郷町社会福祉協議会個
人情報保護に関する方針
に基づき、事業所は個人
情報の保護に努めます。

【訪問介護事業】
◆ホームヘルパーが自宅を訪問し、身
体介護や家事のお手伝いをします。

　住み慣れた自宅で、安心して生活で
きるよう適切なサービスを提供しま
す。

【通所介護事業】
◆千畑福祉センター内で、食事・入浴
等のサービスを提供し、楽しく一日
を過ごしていただきます。

　自宅まで送迎します。

※美郷町社会福祉協議会の組織の一本
化に伴い、平成22年度から美郷町介
護事業所も千畑福祉センターに移動
する予定です。町民の皆様のご理解・
ご協力をお願いします。

美郷町介護事業所
TEL 83－2122　FAX 83－2167

【訪問介護事業】
在宅介

護のことならお気軽にご相談ください
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福
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年
生
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誓
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え
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か
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す
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み
に
は
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設
で
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日
の
事
前
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を
行
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ま

し
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。
ま
た
、
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休
み
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け
か
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養
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来
春
、
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
る
自
分
を
夢
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、
今
後

さ
ら
に
努
力
し
て
い
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た
い
と
思
い
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す
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【
二
年
生
の
施
設
実
習
】

前
期
実
習　

11
月
16
日（
月
）〜
25
日（
水
）

後
期
実
習　

１
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

◇
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉　

◇
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

◇
杏
授
苑　

◇
真
昼
荘　

◇
真
森
苑　

◇
真
木
苑

◇
こ
も
れ
び
の
杜　

◇
桜
寿
苑　

◇
や
す
ら
ぎ
の
苑

◇
す
こ
や
か
横
手　

◇
か
く
の
だ
て
桜
苑

◇
ビ
ハ
ー
ラ
横
手（
12
施
設
）

◇
社
会
福
祉
協
議
会（
美
郷
・
大
仙
・
横
手
・
仙
北
）

　

※
同
行
訪
問
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習
も
あ
り
ま
す
。

【
中
学
生
体
験
入
学
】

　

九
月
三
日（
木
）、
中
学
生

を
迎
え
体
験
入
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
福
祉
科
で
の
体
験

学
習
を
希
望
し
た
生
徒
は
23

名
で
、「
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
」

「
麻
痺
の
あ
る
人
の
着
替
え
」

「
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
へ
の
移

乗
」「
特
殊
入
浴
の
介
助
」
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
は
福
祉
科
三
年

生
七
名
が
担
当
し
ま
し
た
。
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
最
初

は
私
た
ち
が
事
例
を
実
演
し
、
そ
の
後
実
際
に
中
学
生
に
も

実
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私

た
ち
の
声
か
け
や
し
な
や
か
な

動
作
に
、
中
学
生
か
ら
感
嘆
の

声
が
上
が
り
興
味
を
持
っ
て
見

学
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
自

ら
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
中
学

生
が
多
く
、
積
極
的
に
覚
え
よ

う
と
す
る
将
来
の
後
輩
達
に
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
福
祉
に
興
味
を
持
っ
た
」「
六

郷
高
校
の
福
祉
科
に
進
み
た
い
」

と
い
う
感
想
が
多
く
あ
り
、
中
学
生
の
進
路
選
択
の
お
手
伝

い
が
出
来
た
こ
と
に
、
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

【
大
曲
養
護
学
校
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
】

　

９
月
４
日（
金
）、
大
曲
養
護
学
校
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
福
祉
科
二
、三
年
生
48
名
と
大
曲

養
護
学
校
高
等
部
の
77
名
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ス
ク
・
ビ
ン
倒
し
・
ユ
ニ
ホ

ッ
ク
・
サ
ッ
カ
ー
・
綱
引
き
の
７
種
目
に
分
か
れ
て
競
技
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
手
加
減
し
よ
う
な
ど

と
安
易
に
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
い
ざ
競
技
が
始
ま
る
と
、

見
事
に
打
ち
消
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
競
技
技
術
は
も

ち
ろ
ん
、
体
力
的
に
相
手
が

上
。
文
句
な
し
に
大
曲
養
護

学
校
の
勝
利
で
し
た
。
競
技

終
了
後
は
、
自
然
な
笑
顔
で

お
互
い
を
労
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
行
わ
れ
た
交
流
会
で

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
は
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
育
む
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
、
大
曲
養
護
学
校
の
生
徒
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

本
校
の
校
訓
で
も
あ
る「
笹
竹
色
」の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
揃
え
、「
優

し
さ
と
い
う
力
」
を
示
し
な
が
ら
、
競
技
す
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。
来
年
も
実
施
し
て
、

さ
ら
に
「
交
流
の
輪
」
を
広
げ
、

深
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
秋
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
冷
の
加
わ
る
季
節
、
お
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

　

本
格
的
な
秋
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
冷
の
加
わ
る
季
節
、
お
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

先輩が優しく教えてくれました

手際のよいベッドメーキング

楽しかったビン倒し全員で記念写真

綱引きは完敗



福 祉 だ よ り第18号 （8）

「心といのちを考える会」の活動を視察しました

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
要
な

方
へ
は
が
き（
忌
明
け
・
快
気
祝
い
等
）

を
無
料
で
作
成
し
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

■
一
般
寄
付

明
田
地（
仙
南
） 

和
田　

昇
治　

様

よ
ね
や
株
式
会
社 

様

ひ
ま
わ
り
の
会 

様

コ
ス
モ
ス
の
会 

様

匿

名

■
香
典
返
し

千
屋
中
部 

戸
沢　

栄
治　

様

千
屋
中
部 

照
井　

正
樹　

様

四
ツ
谷 

渋
谷
平
内
左
ェ
門　

様

本
堂
中
部 

橋
本　

ク
ニ　

様

今
泉 

照
井　

仁
士　

様

外
川
原 

煙
山　

信
幸　

様

押
切
・
紀
の
国 

高
橋　

隆
夫　

様

本
堂
中
部 

栗
林　

保
雄　

様

第
一
暁 

煙
山　

忠
夫　

様

千
屋
南
部 

坂
本　

克
俊　

様

赤
城 

能
登
屋
浩
勝　

様

三
井
寺 

柏
谷　
　

司　

様

大
坂 

加
藤　
　

馨　

様

美郷町社会福祉協議会社会福祉
法　　人

千畑福祉センター　〒019─1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙６番地1 TEL0187（85）2294㈹　FAX0187（85）2291
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〒019─1541
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TEL 0187（85）2294㈹　FAX 0187（85）2291

平
成
21
年
６
月
27
日
〜

９
月
30
日
受
付
分

元
村 

照
井　

順
一　

様

上
深
井
西 

田
中　

俊
明　

様

川
原
保 

本
間　

清
一　

様

大
町 

久
米　

俊
造　

様

小
荒
川 

高
橋　

広
二　

様

本
堂
中
部 

橋
本　

ツ
ヤ　

様

下
野
際 

栗
澤　

則
子　

様

本
堂
東
部 

高
山　

昭
司　

様

■
物
品
寄
付

下
前
郷 

北
嶋　

綾
子　

様

プ
ル
タ
ブ

北
日
本
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

 

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社　

様

自
走
式
ア
ル
ミ
製
車
イ
ス　

１
台

※
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
折
り
返
し
地
点

を
迎
え
ま
し
た
。
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
も
う

す
ぐ
美
味
し
い
新
米
が
食
べ
ら
れ
ま
す
ね
。

秋
は
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
…
…
両
立
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。 

（
の
）

編集後記

カ メ ラ 散 歩カ メラ散歩
　先日、藤里町の「心といのちを考える会」を
視察する機会があり、会長の袴田さん、事務局
長の新川さんから、今までの活動などについて
お話を伺いました。
　「心といのちを考える会」は、自殺予防を目的
にして平成12年から活動を開始し、今はコー
ヒーサロン「よってたもれ」の運営や研修会な
どを開催しているそうです。
　このような取り組みは、すぐに効果の出てく
るものではないと思いますが、継続していくこ
とが大切だと感じました。

コーヒーサロン「てとて」がオープンします
　傾聴ボランティア講座とメンタルヘルスサポーター養成講
座を受講した方が中心となり、コーヒーサロン「てとて」を
オープンします。
　お話ししたい方、ちょっとグチをこぼしたい方など、「て
とての会」メンバーが優しく応対しますので、ぜひお立ち寄
りください。

○コーヒーサロン「てとて」
　営業日　毎月第３水曜日　午前 10時から午後２時まで
　場　所　まめだ屋（六郷字馬町）電話 84－ 1758

「清水苑」の改修工事について
　美郷町社協が指定管理業務を受託している老人福祉センター
「清水苑」について、町の公共施設再編の一環として 10月から
改修工事が行われています。これにより、今まで使用していた事
務室が一時的に使用できなくなり、六郷福祉センターの業務に
ついては、現在シルバー人材センターが使用している部屋で行っ
ています。工事期間中は、一般の入浴については利用できますが、
施設の一部が利用できなくなるなど、ご不便をおかけする場合
もあるかと思いますので、ご理解・ご協力をお願いします。
　なお、詳細については、六郷福祉センター（電話 84－0378）
へお問合せください。


